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ホワイト ペーパー

Cisco Catalyst 4500E Supervisor 7-E および 7L-E 
ソフトウェア アクティベーション ライセンス導入ガイド 

1. はじめに 

Catalyst 4500E Supervisor 7-E の提供開始に伴い、シスコ ソフトウェア アクティベーション ライセンス（SAL）を使

用して、異なる IOS フィーチャ セットを導入できるようになりました。このホワイト ペーパーでは、Catalyst 4500E 

Supervisor 7-E および 7L-E のソフトウェア アクティベーション ライセンス プロセスについて、導入シナリオ別に詳

しく説明します。対象読者は、Catalyst 4500E Supervisor 7-E または 7L-E システムで実行するソフトウェアの購

入、アップグレード、交換を実施するお客様、パートナー、ネットワーク オペレータ、およびネットワーク管理者です。 

2. Supervisor 7-E および 7L-E のソフトウェア ライセンスの概要 

Catalyst 4500E Supervisor 7-E および 7L-E では、お客様の導入作業を簡単にするため、ユニバーサル IOS イ

メージを提供しています。ユニバーサル イメージには、LAN Base から Enterprise Services まで、IOS のすべての

フィーチャ パッケージが含まれています。お客様は、対応するソフトウェア アクティベーション ライセンスを適用する

ことで、特定のフィーチャ パッケージを導入できます。ご利用いただけるソフトウェア ライセンスには次の種類があり

ます。 

2.1 無期限ライセンス 
無期限ライセンスは、インストール先のシステムが退役するまで有効です。無期限ライセンスには、LAN Base、IP 

Base、Enterprise Services のフィーチャ セットが含まれています。無期限ライセンスをインストールすると、他の一

時的なライセンスは無効になります。 

2.2 デモ ライセンス 
デモ ライセンスは、お客様が新しい機能を評価したり、シスコの営業担当者がお客様にソフトウェアの機能のデモンス

トレーションを実施する際に使用するライセンスです。このライセンスでは、1 つのフィーチャ セットを 60 日間使用でき

ます。使用期間は、システムが実際にそのライセンス モードで稼働した日数に基づいて計算されます。このライセンス

は、ライセンス TAC と呼ばれている Global Licensing Operations（GLO）部門（licensing@cisco.com）への電子メー

ル送付、または Web サイト（https://tools.cisco.com/SWIFT/Licensing/PrivateRegistrationServlet?FormId=586）から

ご利用いただけます。 

IOS CLI コマンド license install（セクション 4.1 参照）でライセンスをインストールしてから、次の IOS CLI を使用し

て、システムがデモ ライセンスでブートするように設定します。 

RAFALE (config)#license boot level ipbase | entservices 

RAFALE (config)#^Z 

RAFALE#copy running-config startup-config 

RAFALE#reload 

テキスト ボックス 1 

上記のコマンドのキーワード、ipbase と entservices は、大文字と小文字が区別されます。 

ライセンスの有効期限が近づくと、ユーザに通知が送信されます。デモ ライセンスの期限が切れても、システムは

引き続き同じライセンス レベルで稼働するので、ネットワークの可用性に問題は生じません。ただし、ライセンスの

期限切れを示す syslog メッセージが 5 分ごとにコンソールに表示されます。 
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何らかの理由でシステムがリロードされ、IOS CLI コマンド license boot level ipbase | entservices がスタートアッ

プ コンフィギュレーションの一部として保存されると、基本ライセンスが上書きされて、期限切れになっていても、そ

の IOS CLI で指定されたライセンス レベルでブートします。この動作は以降のライセンス適用時に変更される可能

性があります。 

何らかの理由でシステムがリロードされても、IOS CLI コマンド license boot level ipbase | entservices がスタート

アップ コンフィギュレーションの一部として保存されなければ、システムはデフォルトの LAN Base ライセンスでブー

トします。 

新しいデモ ライセンスをご請求いただくと、稼働期間をさらに 60 日間更新できます。継続してご利用いただけるよう、

無期限ライセンスのご購入およびインストールを推奨いたします。 

2.3 評価ライセンス 
評価ライセンスは、お客様に特定のフィーチャ パッケージを 60 日間お試しいただくために製品に組み込まれた、1 

回限り有効のライセンスです。このライセンスは、シスコ ライセンシング ポータルにアクセスしなくても有効にできま

す。このライセンスは、特定のフィーチャ パッケージがシステムで正常に稼働するかどうかの確認を目的として、一

時的にご使用になることを推奨します。 

評価ライセンスを設定するには、IOS CLI コマンド license boot を実行します（上記のテキスト ボックス 1 を参照）。 

ライセンスの有効期限が近づくと、ユーザに通知が送信されます。評価ライセンスの期限が切れても、システムは引

き続き同じライセンス レベルで稼働します。ただし、ライセンスの期限切れを示す syslog メッセージが 5 分ごとにコ

ンソールに表示されます。 

何らかの理由でシステムがリロードされ、IOS CLI コマンド license boot level ipbase | entservices がスタートアッ

プ コンフィギュレーションの一部として保存されると、基本ライセンスが上書きされて、期限切れになっていても、そ

の IOS CLI で指定されたライセンス レベルでブートします。この動作は以降のライセンス適用時に変更される可能

性があります。 

何らかの理由でシステムがリロードされても、IOS CLI コマンド license boot level ipbase | entservices がスタート

アップ コンフィギュレーションの一部として保存されなければ、システムはデフォルトの LAN Base ライセンスでブー

トします。 

デモ ライセンスとは異なり、評価ライセンスは期限後に更新することはできません。継続してご利用いただけるよう、

無期限ライセンスのご購入およびインストールを推奨いたします。 

3. ライセンスの作成に必要なコンポーネント 

ここでは、ライセンス プロセスで使用する各コンポーネントについて説明します。 

3.1 PID（製品 ID） 
PID は、デバイスのモデル番号です。Catalyst 4500E では、ライセンスはシャーシごとに設定されるので、PID は

シャーシのモデル番号に関連付けられます。4503-E、4506-E、4507R-E、4507R+E、4510R-E、4510R+E のよう

に、シャーシごとに異なる PID になります。 

3.2 UDI（Unique Device Identifier） 
UDI は、PID とシャーシのシリアル番号で構成されています。Supervisor 7-E または 7L-E が搭載された 4500E 

シャーシの UDI は、次のように確認できます。 
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図 1   Supervisor 7-E のコンソールのスクリーンショット 

 

Supervisor 6-E またはそれ以前の既存のスーパーバイザ システムを、Supervisor 7-E または 7L-E に交換する場

合は、次のようにシャーシの PID とシリアル番号を確認できます。 

図 2   Supervisor 6-E のスクリーンショット 

 

3.3 PAK（製品アクティベーション キー） 
PAK は、シスコが製造時に作成した 11 桁の英数字で、ご購入のソフトウェアを識別するキーです。ソフトウェア 

フィーチャ セットのご購入時にシスコが購入証明として提供する短い英数字の文字列が PAK です。フィーチャ アッ

プグレード用に、PAK を単独で注文することもできます。PAK には有効期限がなく、購入後いつでも利用を開始で

きます。 

PAK は書面、または電子的に発行されます。書面による PAK をご注文のお客様には、PAK の文字列を記載した

ソフトウェア権利証明書が郵送されます。 

電子配布の PAK は、PID に L のプレフィクスが付きます。次に示す Dynamic Configuration Tool（DCT）のスク

リーンショットを参照してください。 

図 3   PAK の配布オプションを示す DCT のスクリーンショット 

 

電子配布の PAK をご注文のお客様には電子メールが送信され、PAK 情報が記載された PDF ファイルをダウン

ロードできる安全なポータルが通知されます。この情報は、ご購入後、数分以内に送信されます。 

Catalyst 4500E Supervisor 7-E および 7L-E は、多用途 PAK をサポートしています。複数のシステムのライセン

スを取得できるように、1 つの PAK に複数のトークンが含まれます。シスコ ライセンシング ポータルのバックエンド 

ソフトウェアが、多用途 PAK ごとの利用回数を常に追跡しています。 

次のスクリーンショットに示されているように、同じ注文書で異なる複数のフィーチャ セットのライセンスを注文できま

す。この画面では、C4500E-LIC= スペア ライセンス PID が選択されています。この例では、IP Base から 

Enterprise Services フィーチャ パッケージへのアップグレード ライセンス 5 つと、LAN Base から Enterprise 

Services へのアップグレードを 5 つ、さらに LAN Base から IP Base へのアップグレードを 15 個注文しています。

このように、同じ PAK を使用して、複数のスーパーバイザ システム用のライセンスを取得できます。 

下記の 2 つの DCT スクリーンショットは、多用途 PAK の注文書方法を示しています。図 4 は書面配布オプション

の画面です。図 5. は電子配布オプションなので、PID が L-C4500E-LIC になっています。 
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図 4   書面配布オプションの多用途 PAK 

 

図 5   電子配布オプションの多用途 PAK 

 

次に示すのは、書面配布オプションを選択した場合の多用途 PAK のスクリーンショットです。 

図 6   多用途 PAK 

 

4500E Supervisor 7-E または 7L-E をスペアのスーパーバイザとして注文すると、IPBase の PAK が一緒に提供

されます。 

図 7   Dynamic Configuration Tool のスクリーンショット 
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上記の Dynamic Configuration Tool（DCT）のスクリーンショットでは、最後に「C4500E-LIC-PAK」の項目がありま

す。これは、スペアのスーパーバイザに付属して書面の PAK が出荷されることを示しています。実際に Supervisor 

7-E のパッケージに同梱される PAK は、次の図のような書面です。 

図 8   実際の PAK 

 

図 9   Dynamic Configuration Tool のスクリーンショット 

 

Supervisor 7-E または 7L-E が搭載されたシャーシを注文する場合には、PAK は付属しません。上記の図 9 と図 

7 を比べてみると、図 9 には「C4500E-LIC-PAK」がないことがわかります。ライセンスは製造時にシステムにイン

ストールされているので、製品到着後すぐにシステムをご利用いただけます。 

3.4 デバイスの認証情報 
デバイスの認証情報は UDI およびライセンスのハッシュに電子署名が付いたものです。シスコ ライセンシング ポー

タルのバックエンド システムは暗号化されたデバイス認証情報でライセンスを認証します。これによって、ライセンス

情報のセキュリティが確保され、不正な変更を防ぐことができます。 

デバイスの認証情報は、ライセンスを別のシャーシに移行する場合（リホスト）に必要となります。リホストのプロセス

については後ほど説明します。 

4. 導入シナリオ 

以降のセクションでは、エンドユーザが Supervisor 7-E および 7L-E のライセンスを登録し、受け取り、インストール

するために必要な手順を、導入シナリオ別に詳しく説明します。 
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4.1 Supervisor 7-E または 7L-E スーパーバイザのアップグレード 
ここでは、Supervisor 7-E または 7L-E へのアップグレードに必要な手順を詳しく説明します。 

ライセンス  プロセスを開始するには、まず  http://www.cisco.com/go/license/ にアクセスします。スペアの 

Supervisor 7-E または 7L-E を注文すると、一緒に PAK（IP Base [デフォルト] または Enterprise Services）が提

供されます。提供された PAK 番号を次のように入力します。 

図 10   PAK の入力 

 

[Submit] ボタンをクリックすると、送信した PAK が処理され、次の画面のように、その PAK の SKU 構成が表示さ

れます。 

図 11   PAK のライセンス フィーチャ セットの表示 

 



 

 

All contents are Copyright © 1992–2011 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. This document is Cisco Public Information. Page 7 of 26 

1 つの PAK の SKU に、複数のライセンスが表示されることもあります。上記の例では、4500E-LIC-PAK の数量

は 1 つだけです。必要な情報をすべて入力してから、[All Done] ボタンをクリックします。次の画面では、PID と 

UDI の入力が必要となります。これらはライセンス プロセスを開始する前に確認しておいてください。次のスクリー

ンショットのように、PID と UDI を入力します。 

図 12   シャーシの PID とシリアル番号 

 

次の画面では、エンドユーザの基本情報（名前、住所、会社名、電子メール アドレスなど）を入力します。画面に示

されているように、必要な情報をすべて入力し、[Continue] ボタンをクリックします。クリックすると、PID、シャーシの

シリアル番号、製品の SKU、PAK 番号、説明、フィーチャ セットの SKU などの情報が表示されます。実際の画面

の例を次に示します。 

図 13   確認画面 

 

表示されている情報がすべて正しいことを確認してから、[Submit] ボタンをクリックします。 

処理中の画面が表示され、その後すぐに、登録完了のメッセージとライセンスのダウンロード ボタンが表示されます

（次の画面例を参照）。 
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図 14   登録の完了 

 

[Download License] ボタンをクリックすると、次のスクリーンショットと同じ画面が開きます。この画面でファイルを保

存します。スクリーンショットに示されているように、ファイルは *.lic 形式で保存されます。 

図 15   ライセンス ファイルのダウンロード 

 

TFTP、RCP、またはその他の一般的な手段を使用して、スイッチにファイルをコピーします。次の例では、USB ス

ティックを使用して、スーパーバイザのブートフラッシュ デバイスに *.lic ファイルをコピーしています。 

図 16   USB ディスクへのライセンスのコピー 

 

スイッチのローカル デバイスに *.lic をコピーせずにライセンスをインストールすることも可能です。 

最後に、4500E システムにライセンスをインストールします。次のスクリーンショットの手順に従って、ライセンスをイ

ンストールしてください。 
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図 17   ライセンスのインストール 

 

上記の例では、現在のライセンス レベルは lanbase ですが、次回のリブート後、ライセンス レベルは ipbase にな

ります。インストールしたライセンス レベルでシステムをブートするには、システムを 1 回リロードします。 

図 18    show license image level の出力 

 

単一の Supervisor 7-E または 7L-E システムをリロードする場合は reloads を使用します。冗長構成のスーパー

バイザ システムで、Supervisor 7-E または 7L-E のアクティブとスタンバイの両方のスーパーバイザをリロードする

場合は redundancy reload shelf を使用します。冗長構成のスーパーバイザ システムで reload を使用すると、ス

イッチオーバーが実行され、システム全体のリロードは実行されません。 

注： ライセンスはシャーシに関連付けられていますが、実際にはスーパーバイザ上に保存されます。そのため、

スペアのスーパーバイザを注文すると、PAK が一緒に提供されます。スペアとして購入したスーパーバイザを適切

なシャーシに搭載後、上記の手順を通じてライセンスをインストールし、有効にできます。 

冗長構成のスーパーバイザ システムでは、アクティブとスタンバイのスーパーバイザ間でライセンスが同期されま

す。したがって、冗長構成のシステムを注文する際に必要なライセンスは、IPBase または Enterprise Services 

のライセンス 1 つだけです。そのライセンスを冗長構成のスーパーバイザ システムにインストールして、有効にしま

す。 

4.2 4500E システムの新規導入 
ここでは、スーパーバイザとシャーシとライセンスを一緒に注文し、システムを新規導入する場合について説明しま

す。このシナリオでは、シャーシとスーパーバイザが一緒に注文されるため、ご購入のライセンスがシステムにイン

ストールされた状態でお客様に出荷されます。 

システムはすぐに使える状態で納品されるので、お客様がライセンスをインストールする必要はなく、PAK は提供さ

れません。ライセンスに関する情報は、必要に応じて、シスコのライセンス ポータルでご確認いただけます（次のス

クリーンショットを参照）。 
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図 19   ライセンスの検索 

 

図 20   デバイスの認証情報と UDI 

 

図 21   最終的なライセンスの検索 
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ライセンスとデバイスの認証情報は、後で参照できる場所に保管してください。ライセンスの検索やリホスト、RMA 

の手続きには、これらの情報が必要となります。 

ライセンス情報を USB スティックに保存する例を示します。 

図 22   ライセンス ファイル 

 

デバイス認証情報の保存例も示します。 

図 23   デバイスの認証情報 
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4.3 冗長構成を目的とした 2 台目のスーパーバイザの導入 
ここでは、実稼働システムに Supervisor 7-E または 7L-E を追加して冗長構成にする場合の手順を詳しく説明しま

す。既存の IOS フィーチャ パッケージに応じて、次の 2 つのシナリオが考えられます。 

1. 既存のスーパーバイザが LAN Base フィーチャ セットの場合、新しいスーパーバイザを導入して冗長構成にす

ると、システムは、新たに注文した 2 つ目のスーパーバイザに付属する PAK のフィーチャ セット（デフォルトで

は IP Base、注文により Enterprise Services）にアップグレードされます。フィーチャ パッケージが変更される

ので、お客様自身で前述のライセンス アクティベーション手順を実行する必要があります。 

2. 既存のスーパーバイザに IP Base または Enterprise Services のフィーチャ セットがある場合、システムには、

新たに注文したスーパーバイザと同じフィーチャ セットが維持されます。 

スペアの Supervisor 7-E と 7L-E には、無料で IP Base フィーチャ セットが付属しています。システムを 

Enterprise Services ライセンスにアップグレードする場合は、4500E シャーシと 2 つ目の Supervisor 7-E または 

7L-E を注文する際に、C4500E-IP-ES ライセンスを 1 つだけ購入する必要があります。ライセンスがアクティブ 

スーパーバイザにインストールされると、自動的にスタンバイ スーパーバイザにもインストールされます。同期プロ

セスの一部としてライセンスもコピーされるからです。 

ライセンスは、シャーシに搭載されている Supervisor 7-E または 7L-E スーパーバイザに保存されますが、スー

パーバイザではなくシャーシ単位で管理されます。 

上記のシナリオ 1 の全体的な手順を、例を示しながら説明します。 

手順を開始する前に、アクティブとスタンバイの両方のスーパーバイザのコンソールにアクセスできることを確認して

ください。 

UDI 情報は、show license udi コマンドで確認できます。 

セクション 4.1 の手順に従って、PAK を登録し、新しく購入したスーパーバイザのライセンス ファイルを取得します。 

スペアのスーパーバイザをスタンバイ スロット（4510R+E シャーシではスロット 6、4507R+E シャーシではスロット 

4）に装着します。この例では、4510R+E シャーシが使用されています。スロット 5 のアクティブ スーパーバイザは 

LAN Base レベルで稼働しているので、スロット 6 に搭載したスーパーバイザは同じ LAN Base レベルの RPR 冗

長モードで初期化されます（次のスクリーンショットを参照）。 

図 24   システム メッセージ 
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次のショットのように、シスコ ライセンシング ポータルから取得したライセンスをアクティブ スーパーバイザ（スロット 

5）にインストールします。 

図 25   ライセンスのインストール 

 

ライセンスがシステムにインストールされたら、組み込まれている評価ライセンスを使用して、次のリブート時にシス

テムが強制的に IP Base イメージでブートするようにします。次に示す Cisco IOS CLI を使用してください。 

Switch (config)#license boot level ipbase 

テキスト ボックス 2 

設定を保存し、スロット 6 のスタンバイ スーパーバイザだけをリロードします。次のスクリーンショットは、スイッチの

設定手順と、それに応じて生成されるシステム レベルのメッセージを示しています。 

図 26   スタンバイ スーパーバイザのリセット 

 

スロット 6 のスタンバイ スーパーバイザは、リブート時にアクティブ スーパーバイザが LAN Base レベルで稼働して

いることを検出します。license boot level ipbase コマンドによって、アクティブ スーパーバイザのライセンス レベル

が上書きされ、スロット 6 のスタンバイ スーパーバイザは IP Base レベルのままでブートします。アクティブ側（LAN 

Base）とスタンバイ側（IP Base）のスーパーバイザのライセンス レベルが異なるため、スーパーバイザ間の冗長

モードが RPR に戻ります。次のスクリーンショットを確認してください。 
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図 27   ライセンス レベルの不一致 

 

システムが RPR 冗長モードで初期化された後、アクティブ スーパーバイザのコンソールで reload コマンドを実行し

て、スロット 5 のアクティブ スーパーバイザからスロット 6 のスタンバイ スーパーバイザへのスイッチオーバーを開

始します。 

Catalyst 4500E の冗長構成のスーパーバイザ システムでは、reload を使用すると、スイッチオー

バーが実行され、システム全体のリロードは実行されません。 

スロット 5 のスーパーバイザのコンソールでは、リブート処理が進んでいます。自動ブートを無効にするプロンプトが

コンソールに表示されたら、Ctrl+C キーを 1 ～ 2 回押して、自動ブート プロセスを中断します。このスーパーバイ

ザのプロンプトは ROMMON になります。 

次のスクリーンショットに示されているとおり、IP Base ライセンスで稼働している、スロット 6 のスーパーバイザが、

このシャーシのアクティブ スーパーバイザの役割を取得します。 

図 28   新しいアクティブ スーパーバイザ（IP Base フィーチャ セット） 
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スロット 6 のアクティブ スーパーバイザから、IOS 設定モードの no license boot level ipbase コマンドを実行する

方法で、システムが無期限ライセンスを使用してブートするように設定します。同時に SSO 冗長モードも設定されま

す。スタンバイ スーパーバイザ（スロット 5）のリブートを確認するプロンプトが表示されたら、リブートに同意します。

設定モードを終了して、設定を保存します。 

図 29   新しいアクティブ スーパーバイザの SSO 設定 

 

スロット 5 のスーパーバイザは、リブート時にスロット 6 のアクティブ スーパーバイザが IP Base ライセンスを使用

して、SSO 冗長モードで稼働していることを検出します。このスーパーバイザのソフトウェアは、IPBase ライセンス

でブートし、SSO モードで動作を開始します。SSO モードでは、同期プロセスにライセンスが含まれるので、この

スーパーバイザに自動的に新しいライセンスがインストールされます（次のスクリーンショットを参照）。 

図 30   スーパーバイザの SSO 同期メッセージ 
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図 31   IP Base イメージへのシステムのアップグレードが完了 

 

図 32   アクティブとスタンバイの役割が逆転 

 

ここまでの手順をまとめます。 

● システムの UDI を確認してから、ライセンス ファイルを取得します。 

● スタンバイ スロットにスーパーバイザを装着します。 

● ライセンスをインストールします。 

● license boot level ipbase | entservices コマンドを使用して、システムが評価ライセンスを使用するように設

定します。 

● スタンバイ スーパーバイザのみをリブートします。 

● ライセンス レベルの不一致により、両方のスーパーバイザが RPR 冗長モードになります。 

● RPR スイッチオーバーを開始します。 

● 自動ブートを無効にして（Ctrl+C キー）、スーパーバイザのリブートを ROMMON モードで中断します。 
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● no license boot level ipbase | entservices コマンドを実行し、システムが無期限ライセンスを使用するよう

に設定します。 

● SSO 冗長モードを設定します。これによってスタンバイ スーパーバイザは自動的にリブートします。 

● 設定を保存します。 

● スタンバイ スーパーバイザが IP Base ライセンス レベルでブートします。SSO モードが有効なため、同期

プロセスの一部として自動的にライセンスがインストールされます。 

● この作業で、スーパーバイザのアクティブ スロットとスタンバイ スロットが逆転します。 

4.4 シャーシのスーパーバイザの変更、スーパーバイザの RMA 
ラボ テストや RMA のために、シャーシ間でスーパーバイザを交換する必要がある場合は、次の手順で実行します。 

この手順を正常に実行するには、両方のシャーシのライセンス情報を用意しておくことが重要です。 

たとえば、次に示す Supervisor 7-E システムには、すでに entservices ライセンスがインストールされています。 

RAFALE#sh license image level 

Module Name        Image level  Priority  Configured  Valid license 

-------------------------------------------------------------------- 

 

WS-X45-SUP7-E      entservices  1         NO          entservices            

                 ipbase       2         NO          ipbase                 

                 lanbase      3         NO          lanbase                

 

Module Name        Role           Current Level     Reboot Level 

-------------------------------------------------------------------- 

WS-X45-SUP7-E      Active         entservices       entservices        

テキスト ボックス 3 

このスーパーバイザが RMA の対象となり、新たに搭載するスーパーバイザ モジュールにはこのシャーシのライセ

ンスがない場合、まず LAN Base ライセンスでイメージをオンラインでブートします。次に示すコンソールの表示を参

照してください。 

*Jan  8 19:25:19.333: %C4K_IOSSYS-6-IMAGELEVEL: Supervisor booting in image 
level 'lanbase' 

Switch#sh license image level 

Module Name        Image level  Priority  Configured  Valid license 

-------------------------------------------------------------------- 

 

WS-X45-SUP7-E     entservices  1         NO          entservices             

                ipbase       2         NO          ipbase                  

                lanbase      3         NO          lanbase                 

Module Name        Role           Current Level     Reboot Level 

-------------------------------------------------------------------- 

WS-X45-SUP7-E      Active         lanbase           lanbase            

テキスト ボックス 4 

次に、事前に保存しておいたライセンスをインストールして、システムが以前のフィーチャ セットに戻るようにします。

この例では、ライセンスは USB ストレージ ディスクからインストールされています。ライセンスを有効にするには、シ

ステムをリロードする必要があります。 
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Switch#license install usb0:FOX1349GA3Z_20110108191907574.lic 

Installing licenses from "usb0:FOX1349GA3Z_20110108191907574.lic"  

Installing...Feature:entservices...Successful:Supported 

1/1 licenses were successfully installed 

0/1 licenses were existing licenses 

0/1 licenses were failed to install 

 

Switch# 

*Jan  8 20:38:37.136: %LICENSE-6-LICENSE_LEVEL: Module name = WS-X45-SUP7-E 
Next reboot level = entservices and License = entservices  

*Jan  8 20:38:37.195: %LICENSE-6-INSTALL: Feature entservices 1.0 was 
installed in this device. UDI=WS-C4510R+E:FOX1349GA3Z:Active; 
StoreIndex=2:Primary License Storage  

Switch# 

Switch#sh license image level 

Module Name        Image level  Priority  Configured  Valid license 

-------------------------------------------------------------------- 

 

WS-X45-SUP7-E      entservices  1         NO          entservices            

                ipbase       2         NO          ipbase                  

                lanbase      3         NO          lanbase                 

 

Module Name        Role           Current Level     Reboot Level 

-------------------------------------------------------------------- 

WS-X45-SUP7-E      Active         lanbase            entservices            

テキスト ボックス 5 

リブート後、システムが以前インストールされていた entservices ライセンスで稼働していることを確認します。前に

示したこのコマンドの出力と次の出力を比較してください。 

Switch#sh license image level 

Module Name        Image level  Priority  Configured  Valid license 

-------------------------------------------------------------------- 

 

WS-X45-SUP7-E      entservices  1         NO          entservices            

                 ipbase       2         NO          ipbase                 

                 lanbase      3         NO          lanbase                

 

Module Name        Role           Current Level     Reboot Level 

-------------------------------------------------------------------- 

WS-X45-SUP7-E      Active         entservices       entservices 

テキスト ボックス 6 

4.5 ライセンスのリホスト、シャーシのアップグレード 
ここでは、あるシャーシから別のシャーシにライセンスを移す場合に必要な手順について説明します。たとえば、同じ 

Supervisor 7-E または 7L-E システムを使って、4507R-E（旧）シャーシから、4507R+E（新）シャーシにアップグ

レードする場合について考えてみます。このシナリオは、ライセンスの観点からみると、ライセンスの無効化とリホス

ト作業であるといえます。旧シャーシのライセンスを無効にして、新しいシャーシに再インストールします。ライセンス

の無効化とリホストは、次の手順で実行します。 
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シスコ ライセンシング ポータル（http://www.cisco.com/go/license）にログインします。[Manage License] セクショ

ンの下にある [LookUp a License] を選択します。 

旧シャーシの製品 ID、シリアル番号、デバイス認証情報を入力します。現在のライセンスに関する情報が表示され

ます。 

その Web ページで、このライセンスを選択してから、[Start License Transfer] を選択します。リホストするライセン

スの数量を入力し、[Continue] を選択します。 

新シャーシの製品 ID、シリアル番号を入力します。[End User Agreement] チェック ボックスをオンにします。

[Registration Information] と [End User Information] を確認、編集します。[Continue] を選択します。 

[Product Information] と [Licensee Information] を確認します。[Submit] ボタンをクリックします。[Download 

Permission Ticket] ボタンをクリックするか、シスコから届いた電子メールから、リホスト許可チケットをダウンロード

します。 

旧シャーシのフラッシュにリホスト許可チケットをコピーします。この例では、このチケットは旧シャーシの SUP7-E の

ブートフラッシュにコピーされています。 

[license revoke bootflash:<許可チケット> bootflash:<出力されたリホスト チケット> を使用してリホスト チケットを

取得し、旧シャーシでの無効化の完了を証明するために、ライセンシング ポータルにアップロードします。 

旧シャーシのスーパーバイザには 60 日の猶予期間が付与されるので、新シャーシへの移行に十分な期間が確保

されます。 

シスコのライセンシング ポータルに戻り、[Manage Licenses] の [Upload Rehost Ticket] を選択します。リホスト 

チケットの内容をポータルのボックスにコピー & ペーストし、[Continue] を選択します。 

次の画面に示されるライセンス UDI（PID、シリアル番号）を確認してから、[Continue] を選択します。 

新シャーシのライセンス UDI（PID とシリアル番号）を入力します。この例では、新シャーシの PID とシリアル番号が

使用されます。ライセンシーの情報を入力してから、[Continue] を選択します。 

次の画面で情報を確認し、[Submit] を選択します。[Submit] をクリックすると、新しいライセンスがすぐにダウンロー

ド可能になり、エンドユーザに通知の電子メールが送信されます。 

新シャーシに SUP7-E を装着したら、このライセンスをインストールします。システムをリブートすれば、以前の

フィーチャ セットで稼働します。 

4.6 シャーシの RMA（返品許可）プロセス 
ここでは、シャーシを RMA の対象とする際に必要な手順を詳しく説明します。 

CCO ユーザ名とパスワードを使用してシスコ ライセンシング ポータルにログインします。[RMA License Transfer] 

の下にある [Register for an RMA License] を選択します。 

ドロップ ダウン ボックスから 4500E を選択して、[Continue] をクリックします。 

シスコに返品するシャーシの製品 ID とシリアル番号を入力します。RMA 番号を入力します。 

交換用のシャーシにインストールされているライセンスを確認し、[Continue] を選択します。 

シスコから届いたシャーシ（実稼働ネットワークに実装するシャーシ）の製品 ID とシリアル番号を入力します。エンド 

ユーザ契約書を確認します。[Registration Information] と [End User Information] を確認します。[Continue] を選

択します。 

次の画面で製品情報とライセンス情報を確認します。[Submit] を選択します。 
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バックエンド システムがライセンスの登録を完了すると、ライセンスがダウンロードできるようになり、お客様に通知

の電子メールが送信されます。 

前述の CLI コマンド license install を使用して、ライセンスのインストールを開始します。このライセンスを有効にす

るには、システムをリロードする必要があります。 

バックエンド システムで生成されるライセンスは、そのシステムの購入時に注文したライセンスと同じものです。たと

えば、購入したシステムが LAN Base レベルだった場合は、バックエンド RMA プロセスで発行されるライセンスも 

LAN Base になります。つまり、RMA の手続きによって同等の交換が成り立ちます。 

RMA の前にシステムがより高いライセンス レベルにアップグレードされていた場合は、交換用のシャーシを同等の

ソフトウェア ライセンスレベルにするために、障害が発生したシャーシから新しいシャーシにライセンスを移す必要

が生じることもあります。 

障害が発生したシャーシから交換用のシャーシにライセンスを移行するには、障害が発生したシャーシと交換用の

シャーシの両方の PID とシリアル番号が必要になります。また、シスコ ライセンシング ポータルにアクセスする必

要もあります。 

5.0 CLI の出力 

show license all コマンドを使用すると、ストア内の該当するインデックスに保存されているライセンスが表示されま

す。以下の出力例では、プライマリ ライセンス ストレージに 2 つの無期限ライセンス（ipbase と entservices）が保

存されています。評価ライセンスはダイナミック ライセンス ストレージに保存されます。 

Switch#sh license all 

License Store: Primary License Storage 

StoreIndex: 1 Feature: ipbase  Version: 1.0 

      License Type: Permanent 

      License State: Active, Not in Use 

      License Count: Non-Counted 

      License Priority: Medium 

StoreIndex: 2 Feature: entservices  Version: 1.0 

      License Type: Permanent 

      License State: Active, In Use 

      License Count: Non-Counted 

      License Priority: Medium 

License Store: Dynamic License Storage 

StoreIndex: 0 Feature: entservices  Version: 1.0 

      License Type: Evaluation 

        Evaluation total period: 8 weeks 4 days  

        Evaluation period left: 8 weeks 3 days  

      License State: Inactive 

      License Count: Non-Counted 

      License Priority: Low 

テキスト ボックス 7 
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次に示すのは show license feature コマンドの出力例です。ユニバーサル イメージで利用可能なフィーチャ ライセ

ンスが表示されています。 

Switch#sh license feature 

Feature Name        Enforcement  Evaluation  Clear Allowed  Enabled    

-------------------------------------------------------------------- 

entservices         true         true        true           true       

ipbase              true         false       true           false      

lanbase             false        false       true           false      

internal_service    true         false       true           false 

テキスト ボックス 8 

license clear コマンドを使用すると、使用しないライセンスをコマンドで指定して、ライセンスをクリア（削除）すること

ができます。次の出力例を参照してください。 

Switch#license clear ipbase 

Feature: ipbase 

    1  License Type: Permanent 

 License State: Active, Not in Use 

 License Addition: Exclusive 

 License Count: Non-Counted 

 Comment:  

 Store Index: 1 

 Store Name: Primary License Storage 

 

 

Are you sure you want to clear? (yes/[no]): yes 

Switch# 

*Jan 11 14:20:00.936: %LICENSE-6-LICENSE_LEVEL: Module name = WS-X45-SUP7-E 
Next reboot level = entservices and License = entservices  

*Jan 11 14:20:00.962: %LICENSE-6-REMOVE: Feature ipbase 1.0 was removed from 
this device, UDI=WS-C4510R+E:FOX1349GA3Z:Active, StoreIndex=0:Primary 
License Storage  

Switch# 

テキスト ボックス 9 
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次に示すのは、稼働中の entservices ライセンスに対してクリア コマンドを実行しようとした場合の例です。システ

ムはこの操作の完了を許可しません。 

Switch#license clear entservices 

Feature: entservices 

    1  License Type: Permanent 

 License State: Active, In Use 

 License Addition: Exclusive 

 License Count: Non-Counted 

 Comment:  

 Store Index: 2 

 Store Name: Primary License Storage 

 

 

Are you sure you want to clear? (yes/[no]): yes 

%Clear failed due to license in use 

 Release count             0 

 Global Notify count       2 

テキスト ボックス 10 

次のコマンドは、システムで現在使用中のライセンスのリストを出力します。 

Switch#sh license in-use 

License Store: Primary License Storage 

StoreIndex: 2 Feature: entservices  Version: 1.0 

      License Type: Permanent 

      License State: Active, In Use 

      License Count: Non-Counted 

      License Priority: Medium 

License Store: Dynamic License Storage 

テキスト ボックス 11 

次のコマンドは、システムに現在保存されている評価ライセンスをすべて出力します。 

Switch#sh license evaluation 

License Store: Primary License Storage 

License Store: Dynamic License Storage 

StoreIndex: 0 Feature: entservices  Version: 1.0 

      License Type: Evaluation 

        Evaluation total period: 8 weeks 4 days  

        Evaluation period left: 8 weeks 3 days  

      License State: Inactive 

      License Count: Non-Counted 

      License Priority: Low 

テキスト ボックス 12 
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次のコマンドは、システムに現在保存されている無期限ライセンスをすべて出力します。 

Switch#sh license permanent  

License Store: Primary License Storage 

StoreIndex: 2 Feature: entservices  Version: 1.0 

      License Type: Permanent 

      License State: Active, In Use 

      License Count: Non-Counted 

      License Priority: Medium 

License Store: Dynamic License Storage 

テキスト ボックス 13 

次のコマンドを使用すると、有効期限が近づいているライセンスすべてのリストと、利用可能な期間が表示されます。 

Switch#sh license expiring  

License Store: Primary License Storage 

License Store: Dynamic License Storage 

StoreIndex: 0 Feature: entservices  Version: 1.0 

      License Type: Evaluation 

        Evaluation total period: 8 weeks 4 days  

        Evaluation period left: 8 weeks 3 days  

      License State: Inactive 

      License Count: Non-Counted 

      License Priority: Low 

テキスト ボックス 14 

show license summary コマンドを使用すると、そのシステムのストレージのさまざまなインデックスに保存されてい

るすべてのライセンスのリストが表示されます。また、ストアで使用できるライセンスのフィーチャとタイプも表示され

ます。 

Switch#sh license summary 

Index 0   Feature: entservices 

          Period left: Life time 

          License Type: Permanent 

          License State: Active, In Use 

          License Count: Non-Counted 

          License Priority: Medium 

Index 1   Feature: ipbase 

          Period left: 0 seconds 

Index 2   Feature: lanbase 

          Period left: 0 seconds 

Index 3   Feature: internal_service 

          Period left: 0 seconds 

テキスト ボックス 15 

show license statistics コマンドを使用すると、そのシステムについて実行されたライセンス プロセスと各処理の結

果が表示されます。次の出力例では、インストール操作が 1 つ完了し、さらに、ライセンスのクリア、保存、認証情報

の保存が 1 回ずつ実行されています。 
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Switch#sh license statistics 

           Administrative statistics 

 Install success count:       1 

 Install failure count:       0 

 Install duplicate count:     0 

 Comment add count:           0 

 Comment delete count:        0 

 Clear count:                 1 

 Save count:                  1 

 Save cred count:             1 

 

           Client status 

 Request success count     1 

 Request failure count     0 

テキスト ボックス 16 

6.0 ベスト プラクティス 

Supervisor 7-E または 7L-E を実装してネットワークに配備したら、その後の運用にはベスト プラクティスの活用を

推奨します。導入後の運用には、シャーシのアップグレード、シャーシ間でのスーパーバイザの交換、シャーシの 

RMA、スーパーバイザの RMA などのメンテナンス作業があります。前述の RMA や交換などの例外的な作業は、

ベスト プラクティスを実行することで問題が軽減されます。 

スイッチへのライセンスのインストール後 

ライセンス情報は、シャーシのシリアル番号を含むファイル名を付けて、ネットワークを通じてアクセスできる保存場

所にバックアップして一元管理します。これを示しているのが図 22 です。 

デバイスの認証情報も、シャーシのシリアル番号を含むファイル名を付けて、ネットワークを通じてアクセスできる保

存場所にバックアップして一元管理します。図 23 はこの手続きを示しています。 

ライセンスをバックアップしておくことで、スーパーバイザをシャーシ間で交換したり、スーパーバイザの RMA の際

に作業が楽になります。 

デバイスの認証情報のバックアップは、ライセンスの検索やライセンスのリホストを行うときに役立ちます。 
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7.0 参考資料 

Catalyst 4500E Supervisor 7-E のデモ ライセンスのダウンロード： 

https://tools.cisco.com/SWIFT/Licensing/PrivateRegistrationServlet?FormId=586 [英語] 

Cisco Catalyst 4500 Supervisor Engine 7-E のソフトウェア アクティベーション ライセンス：  

http://www.cisco.com/web/JP/product/hs/switches/cat4500/prodlit/qa_c67-621718.html 

Cisco SAL の詳細：http://www.cisco.com/go/license/ [英語] 

Cisco License Manager の詳細：http://www.cisco.com/go/clm/ [英語] 

シスコ ソフトウェア アクティベーションのコンセプトの概要： 

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/csa/configuration/guide/csa_overview.html [英語] 

シスコ ソフトウェア アクティベーションのタスクとコマンド： 

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/csa/configuration/guide/csa_commands.html [英語] 

Cisco License Manager の導入：クイック スタート： 

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/iosswrel/ps6537/ps9677/guide_clm_deployment.html [英語] 

シスコ ソフトウェア アクティベーション：ソフトウェアの導入とライセンス管理の簡素化： 

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/iosswrel/ps6537/ps9677/whitepaper_cisco_sw_license.html 

[英語] 

ソフトウェア アクティベーションを管理するメンテナンス プロバイダ向けガイドライン： 

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/iosswrel/ps6537/ps9677/white_paper_maintenance_activation

.html [英語] 

シスコ ソフトウェア アクティベーション：ソフトウェア アクティベーションを管理するチャネル パートナー向けガイドライン： 

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/iosswrel/ps6537/ps9677/white_paper_cisco_sw_activation.html 

[英語] 
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